
金
海
古
蹟
志
巻
十

此
の
町
は
、
活
躍
附
中
は
武
士
の
邸
地
に
て
、

一
帯
町
よ
り
凶
帯
町
ま

で
同
町
あ
り
て
、

一
帯
町
民
篠
原
出
羽
守
の
居
第
あ
り
。
故
陀
町
名

と
な
し
た
り
。
村
井
長
明
の
隙
筈
総
花
、
利
家
椋
上
方
よ
り
金
津
へ

下
向
し
給
ム
時
、
出
川
勝
八
太
夫
を
山
紳
と
一式
他
国
牢
入
者
暗
打
K

す
。
篠
原
山
抑
制
下
町
に
彼
山
一
糾
の
総
者
有
v
之
を
引
出
し
、
成
政
被
=

仰
付
↓
と
い
ふ
事
見
ね
た
り
。
出
血長
十
一
年
石
油
七
村
氏
子
連
判
訴

欣
比
、
山
川
相
川
殿
町
と
紀
減
し
た
れ
ば
、
此
の
時
代
よ
り
既
K
町
名
K

呼
ぴ
た
り
し
と
と
知
ら
れ
け
り
。
元
椴
六
年
の
士
艇
に
も
‘
出
細
川
殴

町
と
あ
り
て
.
元
秘
の
頃
ま
で
も

m
m殿
町
と
呼
ぴ
た
る
な
る
べ

し
。
小
立
針
縫
倉
寺
貞
享
二
年
の
由
来
舎
に
.篠
原
出
羽
川
町
正
あ
り
。

従
前
は
武
士
の
邸
宅
数
十
戸
あ
り
し
か
ど
‘
段
落
後
は
迫
々
家
屋
を

段
ち
附
品
と
止
し
た
る
を
、
明
治
十
九
年
五
月
金
部
陛
竿
器
所
の
御

用
地
と
成
り
、

一
帯
町
・
二
帯
町
三
帯
町
及
び
共
の
機
き
な
る
騰
匠

町
舛
に
欠
郎
町
の
邸
地
を
悉
く
御
見
上
げ
に
相
成
り
、
地
問
の
高
低

を
平
均
し
‘

一
聞
の
地
と
な
し
て
、
兵
隊
の
練
兵
所
と
成
し
た
り
け

り。O
篠
原
出
羽
守
邸
地

出
羽
一
帯
町
に

τ
.本
h

吾
氏
邸
地
の
南
横
町
の
内
也
。
延
貸
金
部
闘

~ 

O 

に
、
篠
原
監
物
篠
原
級
母
雨
入
の
邸
地
と
す
。
元
は
一
所
の
邸
地

た
り
し
か
ど
.
雨
家
に
成
り
し
時
、
雨
邸
地
に
制
り
、
相
制
母
は
後
K

移
時
し
、
悉
く
同
地
物
の
邸
地
に
成
り
た
り
し
と
問
ゆ
。
そ
の
か
み
出

初
守
の
居
邸
成
り
し
頃
は
、
此
の
地
縫
怒
く
邸
地
な
り
し
に
や
。

O
篠
原
出
羽
守

一
孝
停
話

一
孝
は
、

篠
原
翻
劫
の
男
に
て
、
若
名
を
勘
六
と
一宮ひ
、
幼
年
の
頃

よ
り
利
家
卿
陀
車
中
仕
し
、
皮
々
の
武
功
に
依
っ
て
道
之
霊
山
川
せ
ら

れ
、
家
紘
一
部
三
千
石
を
協
は
り
‘
利
出
家
卿
の
合
梯
依
脇
族
八
郎
主

の
息
女
主
婆
り
.
天
E
十
九
年
六
月
叙
得
し
て
肥
前
守
を
奔
任
し
、

後
出
mm
守
と
成
り
、
執
政
図
老

K
列
し
.
元
和
二
年
七
月
廿
二
日
五

寸
五
歳
に
て
卒
せ
り
。
利
家
卿
の
お
秘
密
K
.
向
調
m
都
.
せ
が
れ
よ

り
我
等
側
K
召
仕
‘
心
持
能
く
片
口
な
る
律
儀
者
に
て
.
披
左
ど
預

け
世
候
て
能
き
者
に
候
。
北
(
上
末
森
の
時
分
‘
若
年
に
候
得
共
手
前

殊
の
外
能
く
候
間
‘
我
等
姪
卸
陀
致
し
候
。
開
東
陣
之
刻
も
八
王
寺

に
て
能
く
候
。
と
紋
せ
ら
れ
た
り
。
校
宇
る
陀
、
隙
普
机
叫
に
、
末
森

後
誌
の
時
、
篠
原
勘
六
よ
と
ね
を
煩
ひ
‘
御
留
守
仕
候
へ
と
被
v
仰
候

へ
ば
、
耳
陀
も
不
岳山
附
入
一
御
緒
不
=巾
上
一提
出
、
鐙
下
の
高
名
致
し
、

何
も
か
ん
じ
申
。
と
あ
り
。
八
王
寺
の
背
中
は
三
笠
紀
に
・
北
陸
勢
制
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